
いちごドリルプリント

生殖と発生 名前

問1 被子植物の雌しべにおいて、1個の胚嚢細胞が核分裂を繰り返して8核からなる胚嚢を形成するまでに必要な核分裂の回数は何回か。 （2007年

全国公立入試 類似）

1. 2回 2. 8回 3. 3回 4. 4回

問2 ES細胞から分化した網膜組織が、眼杯の形成過程において果たす役割として最も適切なものはどれか。 （2017年 全国公立入試 類似）

1. 網膜組織は眼杯の形成には関与せ
ず、水晶体の分化のみを誘導する

2. ES細胞が神経管へと分化する前に
眼杯の形成が完了する

3. 水晶体から分泌される因子が網膜
の分化を直接的に制御する

4. 網膜組織が自律的にくぼむことで
眼杯の構造形成を誘導する

問3 ヒトの精子において、中片部にミトコンドリアが密集している生物学的な意義として最も適切なものはどれか。 （2006年 全国公立入試 類似）

1. 受精後の発生に必要なタンパク質
をあらかじめ合成して蓄えておくた
め。

2. 卵の細胞膜を溶解するための酵素
を活性化させる環境を整えるため。

3. 尾部の鞭毛運動を維持するための
エネルギーを効率的に供給するため
。

4. 精子の核に含まれるDNAを紫外線
などの損傷から保護するため。

問4 タンパク質Bの翻訳阻害能を調べる実験において、1から202番目の領域を持つポリペプチドを注入したところ翻訳阻害が確認された。一方、77
から202番目の領域のみを持つポリペプチドを注入した場合には翻訳阻害が起こらなかった。この結果から導かれる結論として最も適切なものは
どれか。 （2026年 全国公立入試 類似）

1. 翻訳阻害にはタンパク質Bの全領
域が必要である

2. 翻訳阻害には77から202番目のア
ミノ酸領域が必須である

3. 翻訳阻害には203から489番目の
アミノ酸領域が必須である

4. 翻訳阻害には1から76番目のアミ
ノ酸領域が必須である

問5 ヒトの精子の構造と各部位の機能に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2006年 全国公立入試 類似）

1. 尾部は鞭毛構造を持ち、その長さ
は中片部よりも短い。

2. 中片部には中心体が密集しており
、精子の運動に必要なエネルギーを
供給している。

3. 精子の運動に必要なエネルギーは
、主に頭部にあるミトコンドリアで
生成される。

4. 頭部には核のほかに、卵の膜を溶
解する酵素を含む先体が存在する。

問6 減数分裂において、第一分裂中期から第二分裂中期にかけて染色体数が半減する生物学的な理由はどれか。 （2010年 全国公立入試 類似）

1. 第二分裂で姉妹染色分体が消失し
、染色体数が減少するから

2. 第一分裂で相同染色体が分離し、
それぞれが別の細胞に分配されるか
ら

3. 第一分裂で染色体が凝縮を解き、
核膜が再形成されるから

4. 第一分裂で染色体が複製されず、
そのまま細胞分裂が進行するから

問7 ヒトの卵形成の過程において、減数分裂の結果として極体が形成される主な理由として、最も適当なものを次のうちから一つ選べ。 （2006年

全国公立入試 類似）

1. 染色体数を維持したまま、細胞の
数を増やすため

2. 細胞質分裂が不均等に起こり、卵
細胞に栄養分を集中させるため

3. 体細胞分裂を促進し、卵の大きさ
を一定に保つため

4. 受精の際に必要な精子の数を減ら
すため

問8 ショウジョウバエの発生過程で機能するタンパク質Bについて、全長489アミノ酸のうち、mRNAの翻訳阻害に必須の領域として正しいものはど
れか。 （2026年 全国公立入試 類似）

1. 77から202番目のアミノ酸領域 2. 203から489番目のアミノ酸領域 3. 1から76番目のアミノ酸領域 4.
1から202番目のアミノ酸領域全体

問9 予定外胚葉域の断片を用いた実験において、タンパク質Cとタンパク質Dの作用に関する記述として誤っているものはどれか。 （2025年 全国公立入試

類似）

1. タンパク質Dを単独で加えると、
外胚葉は神経組織へと分化する。

2. タンパク質Cの発現を阻害すると
、外胚葉は神経組織へと分化する。

3. 予定外胚葉域をそのまま培養する
と、外胚葉は表皮組織へと分化する
。

4. タンパク質Cとタンパク質Dを同時
に加えると、外胚葉は神経組織へと
分化する。

問10 減数分裂によって形成される配偶子の核相と、性染色体をもつ生物の配偶子の構成に関する記述として最も適切なものはどれか。 （2009年

全国公立入試 類似）

1. 配偶子の核相は常に2nであり、性
染色体をもつ種ではすべての配偶子
が同じ性染色体をもつ。

2. 配偶子の核相は常に2nであり、性
染色体をもつ種では雌雄のいずれか
一方が2種類の性染色体をもつ配偶子
を形成する。

3. 配偶子の核相は常にnであり、性
染色体をもつ種ではすべての配偶子
が同じ性染色体をもつ。

4. 配偶子の核相は常にnであり、性
染色体をもつ種では雌雄のいずれか
一方が2種類の性染色体をもつ配偶子
を形成する。

問11 植物の茎頂分裂組織に関する記述として最も適切なものはどれか。 （2021年 全国公立入試 類似）

1. 茎頂分裂組織は、成熟した葉の細
胞が再分化して形成される組織であ
り、光合成を主に行う。

2. 茎頂分裂組織は、維管束の形成の
みを担う組織であり、葉の原基を形
成することはない。

3. 茎頂分裂組織は、根の先端部のみ
に存在し、茎の伸長には関与しない
。

4. 茎頂分裂組織は、植物の成長点と
して機能し、そこから葉などの器官
が分化・形成される。

問12 脊椎動物の眼の発生過程において、眼杯が予定水晶体領域に対して水晶体への分化を促す現象を何と呼ぶか。 （2017年 全国公立入試 類似）

1. 減数分裂 2. 光合成 3. 誘導 4. 受精

問13 胎盤の機能に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2005年 全国公立入試 類似）

1. 母体と胎児の間で酸素や栄養分、
老廃物の交換を行う

2. 胎児の体細胞分裂を直接制御し、
成長速度を決定する

3. 子宮壁の収縮を抑制し、胎児を物
理的に固定する

4. 羊膜から分泌されるホルモンを蓄
積し、胎児に供給する

問14 始原生殖細胞が体細胞分裂を行っているとき、その分裂中期におけるDNA量に関する記述として最も適当なものはどれか。 （2006年 全国公立入試 類似）

1. 減数第一分裂中期の一次精母細胞
のDNA量の半分である

2.
精子に含まれるDNA量の2倍である

3. 減数第二分裂中期の二次精母細胞
のDNA量の2倍である

4. 体細胞の分裂中期におけるDNA量
と同等である


